
令和７年度
帯広市立豊成小学校
年度末反省



研究主題(２か年計画１年次)

自己実現を目指す深い学び
～他者と関わり合い、探求する学習の充実を通して～

研究仮説①

「学びのデザイン」をし、自己評価をすることで、主体的に学習し自
己実現しようとする子どもを育てることができるだろう。

研究仮説②

他者との関わり合いをもつことで、より「深い学び」を探求しようとす
る子どもを育てることができるだろう。



今年度の研究
成果と課題



成果



これまでの実践より



◎学習計画や評価が明確だったため、児童が目
標に向けて主体的に動くことができていた。

研究仮説①

「学びのデザイン」をし、自己評価をすることで、主体的に学習し自
己実現しようとする子どもを育てることができるだろう。

◎学習だけでなく、なりたい自分に向かって学
ぶことができていた。

◎めあてが視覚化されていてよい。身に付けた
い力がよくわかる。



◎他の子の考えを聞いて、自分の間違いに気付
いている子がいて、深い学びにつながってい
ると思う。

研究仮説②

他者との関わり合いをもつことで、より「深い学び」を探求しようとする
子どもを育てることができるだろう。

◎自由交流の中で同じ考えや違う考えどちらの
人とも交流してもよいということが、伝えあ
う視点がわかりやすくなってよかった。



教職員アンケートより



自己実現を目指す深い学び
～他者と関わり合い、探求する学習の充実を通して～

◎「自分でできた」という達成感を感じている。

◎「なりたい性格に変えることができた」や「友達が増
えた」という声が増えた。また、授業をしてみて、手
を上げている人が増えていたり、積極的に交流してい
たりと意欲的な子が増えている印象である。

◎自己理解が進む。できたことまたは、足りなかったこ
とを意識できる。



研究仮説①

「学びのデザイン」をし、自己評価をすることで、主体的に学習し自
己実現しようとする子どもを育てることができるだろう。

約３分の２が
４・５と回答！



研究仮説①

「学びのデザイン」をし、自己評価をすることで、主体的に学習し自
己実現しようとする子どもを育てることができるだろう。

◎学習のゴールが明確である。子どもたち自身がどこまで
できるようになれたらよいかわかりやすい。

◎「デザインシート」や「ルーブリック」を活用した授業
をすることで、児童が見通しを持ち、計画を立て、テス
トに取り組むことができている。

◎目標や身に付けるべき力が児童にとっても教師にとって
も見える化されるのはよい。



研究仮説①

「学びのデザイン」をし、自己評価をすることで、主体的に学習し自
己実現しようとする子どもを育てることができるだろう。

◎子どもにとって、学習のゴールが何か、また、何ができ
れば(できるようになれば)よいのかが明確になり、学習
に見通しをもつことができた。担任にとっては、指導す
るポイントが明確になるので、それが指導のしやすさに
つながった。

◎見通しをもって子どもが活動をすることができた。成果
物を作る際に、評価が指標になって進めることができた。



研究仮説②

他者との関わり合いをもつことで、より「深い学び」を探求しようとする
子どもを育てることができるだろう。

約４分の３が
４・５と回答！



研究仮説②

他者との関わり合いをもつことで、より「深い学び」を探求しようとする
子どもを育てることができるだろう。

◎仲間の発表を聞いて「ステキだな」と思うところを真似
したり、自分とは違う考えの人がいることを知るよい機
会になっている。（世の中にはいろいろな考えの人がい
ることを知る第一歩。）

◎「個」は、子ども同士の学び合い（教え合い・気づき・
自信等）が生まれ、「全体」でその共有が図れる。

◎個の考えを全体に広げたり、全体で議論することで個で
は気付かない学びに到達できたと思う。



研究仮説②

他者との関わり合いをもつことで、より「深い学び」を探求しようとする
子どもを育てることができるだろう。

◎他の人の意見も気になる。交流が楽しいという態
度が育っている。

◎「個」では、自分のペースでできるよさがある。
自然と教え合いや学び合いが生まれる。「全体」
では、個で気付けなかった点に気付けるなど学び
が広がったり、整理されたりする。



児童アンケートの結果
～平山先生より～













課題



研究仮説①

「学びのデザイン」をし、自己評価をすることで、主体的に学習し自
己実現しようとする子どもを育てることができるだろう。

・意欲の低い子や能力の低い子、逆に高い子も
自己の考えを形成できるような手立てを短時
間の授業準備で用意することが難しい。

・低学年だと教師主体になってしまう。

・準備が大変。毎単元で行うのが難しい。

・授業構想シートに使いにくい部分がある。



・交流をして仲間の意見は聞くが、聞いて自分
の考えにつなげることはもう一歩…。

研究仮説②

他者との関わり合いをもつことで、より「深い学び」を探求しようとする
子どもを育てることができるだろう。

・教師が意図的に「個」と「全体」での活動を
指示することができるが、子どもから自発的
に「他者と交流したい」を引き出すことが難
しい。



来年度に
向けて



校内研究について

〇基本的に今年度の研究を継続
(２か年計画の１年次のため)

研究主題



公開研について

ブロック１公開 もしくは 学年１公開へ

授業を外部へ公開する目的
〇外部からの意見をもらい、校内研究や授業づくり
にフィードバックすることができる。

〇質の高い授業を行うことにより、教師の授業力の
向上や意識改革、子どもが学習を「わかる」「楽
しい」と感じることにつながる。



〇研究体制

今年度は低・中・高・特支の４ブロック

来年は部会制もあり？

(例)国語部会、算数部会、書くこと部会…など

〇一人一実践

来年度も継続→プレ研や個人研を含む。

指導案は、ブロックで協力し作成してください。



今年度は主要４教科＋生活単元・自立活動
(公開されたものは、国語、算数、生単、自活、道徳)

〇研究教科

来年度は公開される本数に合わせて…



１年間ありがとうございました！
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